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国会議員や自治体、企業や専門家、市民団体等の訪米
ロビーイング活動を企画します。沖縄訪米団や原子力に
関する訪米団など、様々なテーマを取り扱っており、
みなさまの取り組むテーマについての対外発信をお手
伝いいたします。

訪米・コーディネート
Coordinate

アジア・太平洋地域における外交の諸問題について
調査・研究を行います。研究会を定期的に開催して
議論をし、現地調査も行って、政策提言活動を行い
ます。調査・研究の成果は、書籍や報告書などで発表
します。近年ではグアム・フィリピンなどの基地調査
も行いました。

調査・研究・政策提言
Research

調査・研究・政策提言
Research

ND活動

3つの柱

NDでは国境を越えて、各国における政府、議会、大学、
シンクタンク、NGO、マスメディアなどへ、直接働き
かけを行っています。また、シンポジウムや講演会を
開催し、様々な角度から意見交換・情報発信をして
います。玉城デニー沖縄県知事の全国トークキャラ
バンも担当。

シンポジウム・情報発信
Symposium

あなたの声が
外交に届きます

シンポジウム・情報発信
Symposium

訪米・コーディネート
Coordinate

今の日本の外交についてどうお考えでしょうか？

米軍基地、安全保障、日中・日韓関係、日米貿易協議、核兵器廃絶・・・。

「これはちょっとおかしいんじゃない？」と思うことはありませんか？

私たちNDは、日本の様々な声を外交で実現すべく、

政策を提言し、国内で発表、メディアやシンポジウムなどを通じて拡散するとともに、

各国政府や国際社会に直接働きかけ・ロビイングをするシンクタンクです。

「外交は政府の専権事項」といわれますが、NDはこれまで、日本政府のみならず、

ワシントンの米議会・政府・シンクタンクに足を運び、直接交渉し、政策決定に影響を与え、

沖縄基地問題、原子力エネルギー問題などを中心に、成果をあげてきました。

みなさま、NDに入会いただき、この新しい活動を支えていただきますようお願い申し上げます。



tProject

ジョージ・ワシントン
大学准教授

マイク・モチヅキ
Mike Mochizuki

元内閣官房
副長官補

栁澤 協二
Kyoji Yanagisawa

元沖縄タイムス
論説委員

屋良 朝博
Tomohiro Yara

法政大学教授

山口 二郎
Jiro Yamaguchi

東京大学教授

藤原 帰一
Kiichi Fujiwara

ジャーナリスト

鳥越 俊太郎
Shuntaro Torigoe

自発的対米従属
知られざる
「ワシントン拡声器」

角川新書

アメリカは日本の
原子力政策を
どうみているか

岩波書店

辺野古問題を
どう解決するか
新基地をつくらせない
ための提言

岩波書店

新しい日米外交を
切り拓く
沖縄・安保・原発・TPP、
多様な声をワシントンへ

集英社

虚像の抑止力
沖縄・東京・ワシントン発
安全保障政策の新機軸

旬報社

今こそ辺野古に
代わる選択を
－NDからの提言－

ND評議員 Board  Members

猿田 佐世
Sayo Saruta

弁護士/ニューヨーク州・日本

ND代表
Director

新外交イニシアティブ（ND）は、今の「外交」に様々な声を具体的に届けるため、
多くのプロジェクトに取り組み続けています。

プロジェクトのご紹介

辺野古オルタナティブ プロジェクト

「辺野古新基地建設問題」について、軍事・安全保障の専門家による研究会を
開催し、他国の米軍基地調査も行って、沖縄の地政学的な位置づけや在沖海
兵隊の配備・展開について検証し、「辺野古が普天間移設の唯一の選択肢」
という主張への対案をまとめ、東京・ワシントンへ働きかけを行います。

原子力エネルギー プロジェクト

日本の原子力エネルギー利用に深く関わる日米原子力協定や、日本および
世界各国の原子力・再処理政策について、エネルギーおよび軍事・安全保障の
両面から、国内外で調査・研究を進めます。米国では、議会やシンクタンク
等への働きかけも行います。

日米地位協定 国際比較 プロジェクト

米軍の日本国内での活動のあり方を定める「日米地位協定」について、
日本法の不適用や日本政府の権限の制限をはじめとする問題点を検証し、
各国の協定との比較・検証を経たうえで改善案をまとめます。

東アジア安全保障 プロジェクト

東アジアの安全保障について、米中の覇権争いの方向性を探りながら、そ
の関係性の中で日本が影響を与えるべき要素や、東アジア各国との連携
の在り方について、各国の軍事・安全保障の専門家とともに議論を積み重
ねます。

日米外交システム プロジェクト

日米外交がどのような人々によりどのような手法で行われているか調
査・研究をします。日本政府が、米国の政策や情報に影響を与えるために
用いている手段を検証しながら、新しい外交チャンネルを創る道を追究
します。

Publication

出版

Director /
Board Members

ND代表・
評議員

今の外交に声を届けたい方、マスコミには流れない情報を手に入れたい方、お声がけください。

安保政策検証 日中・日韓関係歴史問題 TPP・FTA検証

その他のプロジェクトテーマ



ortingSupportin
日本の外交に新しい声を届けるため入会・寄付をご検討ください。

NDへのご入会・ご寄付のお願い

Webサイトでは、クレジット決済もご利用いただけます。

Webサイトでも
会員申込が可能です。 個人会員

https://www.nd-initiative.org/
admission/

特別・団体会員
https://www.nd-initiative.org/
guide/

団体会員
12万円

個人会員
1万2,000円

特別会員
6万円

会員の種類
（年額）

会費や寄付金は、さまざまな用途に利用させていただいています。

新外交イニシアティブ（ND）は、
みなさまの会費・寄付に支えられ、活動しています。

会員特典・申込方法はこちら

寄付で支える

簡単登録！

氏名・所属・住所・電話番号・メールアドレス・会員の種類を右記メールアドレスまで

お知らせの上、会費をお振込みください。

郵便振替口座

口座番号： 00190-3-633335　
口座名義： 新外交イニシアティブ

郵便局からの
ご送金

ゆうちょ銀行

〇一九店（019）　当座 0633335
口座名義：新外交イニシアティブ

他行からの
ご送金

会員特典

会員申込方法

info@nd-initiative.org

メールニュースNew Diplomacyのご送付

ND米紙ウィークリーニュースのご送付

会員限定イベントへのご出席（例：評議員との懇親会等）

ND開催の講演会等への参加費割引（無料）と優先入場

1

2

3

4

日本および各国における政策提言、ロビーイング、
情報収集からメディア発信、翻訳・通訳などをお手
伝いします。
（それぞれ費用は異なりますので、事務局にお問い合わせください。）

ニュースレター
NDの発信する月数回のメールニュースの
ご送付

特別会員・団体会員向け特典 全会員向け特典

皆さまのあたたかいご支援をお寄せください。

Webサイトではクレジット決済にて、2,000円より金額を

選んでご寄付いただけます。

パンフレット添付の払込取扱票もご利用ください。

https://www.nd-initiative.org/admission/

会員になって支える・利用する

会員は三種類あり、それぞれさまざまなサービスをご利用いただけます。 会費はこちらへご送金ください。

動いて支える

ボランティア・インターン 一般ボランティア
講演会・シンポジウム・研究会等の事前準備・広報、
当日の会場設営・受付など、お願いしたい事項毎に、
ご連絡を差し上げます。

「プロジェクト・リサーチ・広報・翻訳・ネイエティブチェック」など
様々な業務で、NDの活動を支えてくれるインターン・ボランティアを
募集しています。事務局までお問い合わせください。

イベント
会員専用イベントのご招待、シンポジウム
等の参加費割引（無料）と優先入場

米紙翻訳
ウィークリーニュース

米国の政治・外交・日本関連の記事を翻訳
したウィークリーニュースのご送付

個人
会員
1名で…

NDの活動をチラシで
5000人にお知らせで
きます。

1万2000円

個人
会員
5名で…

シンポジウムの通訳費
用を出せます。

6万円

個人
会員
10名で…

米国ロビーイング用
のレポートを印刷でき
ます。

12万円

個人
会員
50名で…

NDの出版物を翻訳し、
米政府・議会に配布で
きます。

60万円

個人
会員
100名で…

ワシントンでシンポジ
ウムを開催し、米政府・
議会に直接訴えます。

120万円

「外交に声を届ける」活動において、例えば、ワシントンDCへの渡航だけでも

渡航・滞在費、翻訳費など1回で100万円を超えるコストがかかります。

NDの取り組みでは、外交の第一線で活躍する国会議員・研究者・ジャーナリスト等と共に活動することで、
外交の「現場」を体験できます。また、日本や世界の政策や政治の動きの背景を知ることもできます。
政策立案や交渉など問題解決への直接的な取り組みを体験できる貴重な機会が得られます。


